


富山大学、富山県立大学、富山国際大学は、富山ＣＯＣ＋事業の
目的である〈未来の地域リーダー育成〉のため、3 大学の学生（各
大学 4 名ずつ）を対象に、地域課題について学び、その課題を
ともに考え、解決策を探求する 2 泊 3 日の合宿型セミナー「と
やま塾 in TOGA」を南砺市利賀村にて開催しました。このセミ
ナーは、学生たちが、１．地域の人々や、他の高等教育機関の学
生と交流し、コミュニケーション力を伸ばし、２．利賀の素晴ら
しい自然や文化に触れることで、富山の良さを知り、地元への愛
着を深め、３．利賀に代表される地域の課題を理解し、その解決
策を協働しながら模索し、地域貢献の態度を醸成するとともに協
働力、課題解決力を高めることを目的としています。
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1 日目 ｜とやま塾 in TOGA 

2017.09.12

1日目 利賀村基礎講座

アイスブレイク＆グループ編成

『利賀村の歴史』（瞑想の郷館長　浦辻一成氏）

『利賀地域の課題』（利賀地域ふるさと推進協議会会長　野原宏史氏）

まず初めに利賀行政センター長　宮下秀明氏から、地域リーダーを目指す学生たちに期待する挨拶が
あり、それに引き続き『利賀村基礎講座』として二つの講話が行われた。

講座修了後、ＣＯＣＯＳ※の学生が進行し、アイスブレイクをして、交
流を深め、それぞれ取り組みたい利賀村の地域課題を出し、それに基づ
いて地域課題別グループ編成がなされた。
所属大学が偏らないように、グループに分かれ利賀の地域課題解決に向
け研修を進めることになった。

利賀村を含む五箇山には、平家落人伝説があるが、約
４千年前から人が住んでいた痕跡がある。林野率
97％の山村で、昭和 30 年代になってやっと米を自
給自足できるようになった。一方、養蚕業、木炭の生
産は戦後大きく縮小していった。昭和 44 年には「利
賀民俗館」ができて、この時が利賀観光元年と言われ
ている。同年には東京の宝仙学園短大が夏期合宿を開
始し、49 年に鈴木忠志氏が早稲田小劇場の公演を開

始し、53 年には利賀村で劇団スコットが結成され、今ある利賀演劇祭がスタートした。
人口は戦後の一時期を除き徐々に減少していき、明治末には、約 4,500 人であったが、現在は、約
500 人という状況であり、地方交付税が 48 パーセントという財政状態において、平成 16 年の大合
併を決断して、現在は南砺市に含まれる。

観光分野では、利賀スキー場廃止に続き、平成 25 年
にはスノーバレースキー場も閉鎖することになった。
現在、子どもたちのために、スノーバレースキー場に
ロープリフト設置を計画している。
一方、林業の６次産業化、薪ボイラーなどの推進、芍
薬の栽培および販売に力を入れ、新たな産業分野開発
を目指している。
さらに、トレイルランコースの整備、国際キャンプ場
の整備、その周辺での散策路の整備、また、コテージの建設、グルメ館の整備も計画している。
今後は、空家を活用して、利用可能にすること、利賀移住者の促進が課題である。
人口減少は止められないにしても、少ない人口でも、この地域を守っていこうという意識が大事であ
ると考える。

※ＣＯＣＯＳ：富山県立大学地域協働研究会
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とやま塾 in TOGA ｜ 1 日目

市長・学長を交えた夕食会

その後、12 人の学生は、田中幹夫氏（南砺市長）、宮下秀明氏（利賀行政センター長）、野原宏史氏（利賀地域ふるさと推
進連絡協議会会長）、谷井進氏（利賀ふるさと財団事務局長）、遠藤俊郎（富山大学長）、石塚勝（富山県立大学長）、中島恭
一（富山国際大学）、鈴木基史（富山大学理事・副学長）及びコーディネーター・教職員とともに夕食をとりながら楽しく
懇談した。
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2 日目 ｜とやま塾 in TOGA 

2017.09.13

2日目 新利賀山房・野外劇場・瞑想の郷

そば打ち体験

谷井氏の案内の下、利賀創造交流館にて、利賀演劇祭のＤＶＤを鑑賞してから、新利賀山房と野外劇
場を見学、そのスケールの大きさに、また演劇祭の映像に学生たちは興味を持ったようである。

そばの郷に移動、学生たちは、「うまいもん館」の協力により、そば打ちを体験し、自ら作ったそば
に舌鼓を打った。

瞑想の郷に移動、浦辻館長の案内で、まずは瞑想の郷のＤＶＤを鑑賞してから、施設の２階にある収
蔵品を見て、最後に曼荼羅の解説と鑑賞、さらには曼荼羅絵に囲まれた部屋で瞑想体験を行った。
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とやま塾 in TOGA ｜ 2 日目

山村農業体験

午後は、グリーンツーリズムとして「利賀百姓塾」を主催している、民宿「中の屋」の中西邦康氏の指導の下「ウドの株分
け」を行う農業体験をした。耕耘機を初めて使い、学生たちの共同作業で短時間に新たな開墾地に多くのウドを移植した。

利賀移住者との懇談会

moribio 森の暮らし研究所代表の江尻美佐子さんの話

RingLink 谷内千尋さんの話

林業は、木を育て切って運ぶ仕事である。
静岡で暮らしていたが、夫の親の介護のために、19 年前に富山に帰っ
てきた。自然と接する仕事をしようと、利賀村の青年山村協力隊に応募、
空き家に住むこととなった。来た当時は人口 1,000 人で今の２倍いた。
人間関係が濃いコミュニティ。ある時、どの部屋に寝ているかも聞かれ
た。これは、村の消防組織が、初期消火するために、火事が起こったと
きの救出のための情報を収集が目的。
林業に携わり、自然のまっただ中で行う仕事に喜びを感じている。「森
の大学校」を作り、自然と調和した、持続可能な環境を守る林業を広げ
ようとしている。

個人事業主、地域密着型何でも屋さんである。
利賀演劇祭の主要スタッフでもあり、演劇祭の時には、県立大学の学生他、多
くの県外の学生にも手伝ってもらった。
父が大阪北部で酒屋さんをしていたが、阪神大震災で家業の運営が苦しくなり、
中学２年の時に利賀村に移住。結婚して、大阪に暮らしていたが、子どもを保
育所に入れるのも大変、子育てのために利賀村に帰ってきた。
最初に移住した冬、大雪で半ば孤立、その時隣のおじいさんが突然来て、かん
じきを作って持ってきてくれた。その時最初に、利賀村の人の優しさに触れた。
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2 日目 ｜とやま塾 in TOGA 

ハロウィンカボチャ生産者の吉田信一郎さんの話

利賀村に移住して１年。なぜ利賀村かというと、過疎地は閉鎖的でという偏見
を持っていたが、いろいろ調べると、県内外の学生都の交流や国際交流も盛ん
にやっていて、開かれた所という印象を持った。実際、ハロウィンカボチャを
作ろうと言ったときも、土地も家も貸してくれた。
なぜハロウィンカボチャ作りかというと、利賀村は、田畑が狭く、大規模農業
は不可能であるので、収益性の高い園芸作物を探していた。利賀村は伯爵カボ
チャが特産で有り、カボチャは病虫害に強いということで高い収益が見込める
ハロウィンカボチャを選んだ。
種は海外からの輸入、販路の開拓もしなければならないがやりがいがある。

移住者と学生たちは、夕食をともにし懇談を行った。
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とやま塾 in TOGA ｜ 3 日目

地域おこし協力隊による利賀の活性化2017.09.14

3日目 学生による課題解決プレゼンテーション

地域おこし協力隊による地域の活性を提案。また地域おこし協力
隊に学生枠を設け、学生が休学等で長期参加することで地域を活
性化する提案がなされた。

大巻　　翔（富山県立大学）・土屋　　樹（富山県立大学）・
畑　　琢也（富山国際大学）・松葉　迅斗（富山国際大学）

①

③

⑤

②

④

⑥
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3 日目 ｜とやま塾 in TOGA 
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とやま塾 in TOGA ｜ 3 日目
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3 日目 ｜とやま塾 in TOGA 

利賀農業推進計画

兵庫県養父市や、新潟市の例に倣って、農業特区として企業も誘致し、商品価値の高い
農産物づくりを行う。そのことによって、移住者も増え人口増に繋げるといった提案が
なされた。

蛭田　哲也（富山大学）・肥田　真司（富山大学）・
榊原　拓実（富山県立大学）・大崎はるき（富山国際大学）

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧
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とやま塾 in TOGA ｜ 3 日目
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3 日目 ｜とやま塾 in TOGA 
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とやま塾 in TOGA ｜ 3 日目

合宿地として地域活性化

利賀村の空き家を改造し、合宿施設として利用、合宿拠点として地域を活性化する提案。
建築系の学生のゼミ合宿による空き家改造の提案、演劇の拠点である利賀だからこその
演劇合宿、家族連れの自然や農業体験合宿など多様な活用を例示。

野牧　　遼（富山大学）・森　　浩晃（富山大学）・
石丸　雅裕（富山県立大学）・中島　康輔（富山国際大学）

①

⑤

②

⑥
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⑦

④

⑧
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3 日目 ｜とやま塾 in TOGA 
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とやま塾 in TOGA ｜ 3 日目

最後に、谷井進氏（利賀ふるさと財団事務局長）、宮下秀明氏（利賀行政センター長）、斎藤嘉久氏（南砺市商工会利賀村事
務所経営指導員）、吉田信一郎氏（ハロウィンカボチャ生産者）、谷内千尋氏（RingLink 代表）による講評が行われた。

修了証授与式

参加 12 名の学生に富山大学、富山県立大学、富山国際大学
３学長が署名した「とやま塾 in ＴＯＧＡ 修了証」が授与さ
れた。
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3 日目 ｜とやま塾 in TOGA 




